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1. 海洋性硝酸化成細菌 (亜硝酸生成細菌および硝酸生成細菌, 以下同じ) は土嚢性のそれらの細菌に
普通に用いられる培養基にも, またこれらの培養基を淡水のかわりに海水で調製したものにも発育 しな





て少なく100-102cells/1 程度である｡ 海底泥土｢恒こは海水亡国こおけるよりも多く, しかも沖合海域より






4. 海水中のアンモニアは 2〃gat.N/1 あるいはそれ以下で深度とほとんど関係がないが, 硝酸はお






が約50%以上のときに起こり, これより濃度が低い場合にはほとんど起こらず, 最適温度は 30-35oC,
最適 pH 値は株によって異なるが 7.5-9.0の範囲内である｡ また celfreeextractによる亜硝駿の
生成は基質がヒドロキシルアミンの場合には起こるが, アンモニアの場合には起こらない｡ これは土嚢性
細菌の場合に類似している｡ ヒドロキシルアミンからの亜硝酸 の生 成 は restingcell の場合でも cell
freeextractの場合でもほとんど塩類 (梅水) を必要としない｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
自然界における窒素の循環は海洋中でも当然行なわれていると考えられ, したがって海洋[国こおいても
土壌中におけると同様にアンモニアを酸化し, 亜硝酸を経て硝酸に変化させる作用が行なわれ, これに関




た｡ さらに海洋性亜硝酸生成細菌の増殖におよぼす各種環境要因の影響などを明らか にす る と と もに
restingcell および celfreeextractを用いて亜硝酸生成の条件 ･機作などをある程度明らかにしてい
る｡
以上のように本論文は海洋微生物学に貢献するのみならず海水魚の養殖場 ･水族館の水質変化の解明に
も役立ち産業上寄与するところが大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
-855-
